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ひ
と
昔
前
、
カ
ル
ガ
モ
親
子
の
引
っ
越
し
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ

て
い
ま
し
た
。
五
月
か
ら
六
月
に
、
成
長
す
る
子
ガ
モ
の
た
め
に
、

オ
フ
ィ
ス
街
の
人
工
池
か
ら
皇
居
の
池
に
移
動
す
る
様
子
は
、
初
夏

の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
量
の
多
い
道
路
を
、
親
ガ
モ
が
子

ガ
モ
た
ち
を
引
き
連
れ
て
渡
る
と
き
、
警
察
は
交
通
整
理
を
行
い
、

少
し
離
れ
た
所
か
ら
観
衆
は
子
ガ
モ
た
ち
の
無
事
を
祈
り
な
が
ら

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
子
ガ
モ
が
高
い
堀
か
ら

池
に
飛
び
込
む
と
、
観
衆
は
笑
顔
で
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

賀
茂
小
学
校
に
は
「
親
ガ
モ
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
七
年

か
ら
二
十
年
以
上
、
田
植
え
や
稲
刈
り
、
賀
茂
っ
子
農
園
で
の
学
習

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
近
く
か
ら
遠
く
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
支

え
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
「
こ
が
も
学
級
」
も
あ
り

ま
す
。
特
別
支
援
学
級
が
で
き
る
際
、
当
時
の
校
長
、
小
村
先
生
に

よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
カ
ル
ガ
モ
親
子
と
警
察
や
観
衆

の
様
子
を
想
う
と
「
い
い
な
。
素
敵
な
名
前
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
「
親
ガ
モ
の
会
」
の
か
た
が
た
を
は
じ
め
、
図
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
見
ま
も
り
隊
や
交
通
指
導
員
の
か
た
が
た
、
ク

ラ
ブ
や
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
か

た
、
そ
し
て
保
護
者
。
地
域
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

賀
茂
小
六
十
二
名
の
「
こ
が
も
」
た
ち
は
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
「
親
ガ
モ
」
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
立
派
に
成
長
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
互
い
に
拍
手
で
す
） 

 

賀
茂
小
学
校
は
、
来
年
度
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

と
な
り
ま
す
。「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
ざ
し
、
あ
の
引
っ

越
し
を
す
る
カ
ル
ガ
モ
の
よ
う
に
、「
こ
が
も
」
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

「
親
ガ
モ
」
さ
ん
か
ら
あ
た
た
か
く
ご
支
援
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
学
校
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

「
親
ガ
モ
さ
ん
」
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、「
こ
が
も
」
た
ち
が
安

心
し
て
楽
し
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

 

稲刈り マラソン記録会 

もちつき 

ひとのわ集会 
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こがも『たのしい やさしい なかよし★ 

みんなあいさつのできるクラス！』 

 こがも学級の児童は，毎日「おはようございます。」と元気な声で

挨拶をすることができました。どの行事 

でも，明るく前向きに参加し，困ったこ 

とがあるとお互いに助け合うことができ， 

たくさん新しいことにもチャレンジでき 

ました。       【夏 目・大 井】 

 

 

１ 年    『ベリーグッドな１年生★』 

 入学してからあっという間に月日が流れました。まだ学校のきまりや一日の流れもわからなかった子ど

もたちが，今では授業や生活の中で，自分で考え，学ぼう，行動しようとする姿を見せてくれています。 

国語では気持ちを言葉で伝える力を，算数では粘り強く考える力を身につけてきました。賀茂保育園の子

を喜ばせたいという思いから始まった生活科の「学校博物館づくり」では， 

虫の研究を通して，仲間との対話を重ね，工夫いっぱいの展示を完成させる 

ことができました。運動会ではチームの一員として力を合わせ，マラソン記 

録会では自分自身と向き合いながら最後まで走り切りました。これまでの経 

験を自信に，ベリーグッドな２年生を目ざして，これからも一歩ずつ成長し 

ていってほしいと思います。                   【川 口】 

主体的に学び 

問題を楽しみながら 

解決する 賀茂っ子の育成 

 

 

 

                   

３ 年    『スマイルドーナツ』 

学級目標「スマイルドーナツ」の通り，３年生の子どもたちが輪っかになって笑顔で過ごすことができ

た一年間でした。一年を通して，子どもたちは「ドーナツタイム」とし，２限後や昼の休み時間にさまざ

まな友達とペアやグループになって遊びを計画し，仲を深めました。その仲の深まりが力となり，新しく

学習が始まった社会科や理科，外国語活動などにも意欲的に取り組みました。 

また，来年４年生になることを意識して，司会などにも積極的に取り組み 

ました。「ドーナツタイム」を通して身につけた計画力を生かして，1年生や 

２年生と一緒に遊ぶ計画を立て，ゲームの説明や振り返りまで行うことがで 

きました。来年，高学年の仲間入りです。更なる活躍を期待します。【木 村】 

 

２ 年    『もりもり★がんばる』 

学級目標の通り，学校生活のさまざまな活動にやる気もりもり 

でがんばった一年間でした。入学したての１年生を案内した「学 

校探検」。リズム縄跳びや応援合戦など張り切って取り組んだ「運 

動会」。校区内を探検し，施設や人のよいところを見つけた「町探検」。１年生を招待して楽しんでもらっ

た「おもちゃ祭り」。群読や歌，器楽演奏をした「学習発表会」。夏野菜や餅つきで食べた大根の栽培。ポ

ップコーン作り。暗記ができるように練習した「九九検定」。苦手なものもなるべく食べるように努力し

た「給食」。２年生の教室は図書室が隣なので，たくさん本を借りました。この一年間で大きく成長する

ことができました。３年生でも更なるがんばりを期待しています。            【金 田】 
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４ 年    『みんなで協力ハッピーチーム』 

クラス全員で協力し，みんなでよりよい生活を目ざした１年間でした。初めて取り組んだ委員会活動で

は，自分の意見を発表したり，休み時間にも仕事に取り組んだりするなど，学校のために働く姿が頼もし

かったです。今後はもっと学校の中心となって動く場面が増えていきます。 

今後の活躍にも期待します。 

ホタルの飼育においては，自分の仕事に責任をもって取り組みました。 

また，「ホタル博士」を目ざして，自己の課題を追及する調べ学習を行いま 

した。ホタル放流式では，５５５匹のホタルを放流することができ，達成感 

を味わいました。                        【鈴 木】 

 

５ 年    『チャレスマ ピースナイン✌』 

高学年として，６年生とともに賀茂小学校を引っぱっていく立場になった５年 

生。５月の野外活動では４年生とともに，充実した２日間を過ごしました。食事 

づくり，キャンプファイヤーやレクなど，上級生としてどうしたら４年生が心地よく過ごし，楽しめるか

を考えながら行動することができました。学習発表会では，お米づくりや SK学習の発表に加え，６年生

から刺激を受けて「僕たちも劇をやる！」ということになり，急きょ始まった劇づくりでしたが，楽しみ

ながらも夢中になって練習し，観客のみなさんを楽しませることができ，成長を感じました。みんな仲よ

く笑顔でたくさんのことに挑戦しようというめあてでがんばってきました。４月からは最高学年です。み

なさんのあふれるパワーで賀茂小学校を引っぱっていってください。            【横 山】 

 

６ 年  『 輝け！６年生 ～賀茂での学びを胸に～ 』 

数々の役割を任された中でも，みんなで一つの目標に向かって，前向きに取り組む姿はとても立派でし

た。特に，運動会の応援合戦では，６年生を中心に各色がまとまり，堂々と演技する姿に感動したこと

を，今でも鮮明に覚えています。「かっこいい応援をつくりたい」「最高の運動会にしたい」と，一人一人

が思いをもち，互いに伝え合い，みんなで考え抜いたからこそ，大きな達成 

感を得ることができたのだと思います。人数の少ない賀茂小学校だからこそ， 

みんなが企画・運営に携わり，みんなでやり遂げる経験ができたんだと，賀 

茂小学校での生活を振り返りながら，この先の人生を歩んでもらえたらと思 

います。今後の更なる活躍を期待しています。                 【伊 藤】 

 

【令和８年度のおもな予定】 

4/ 8    新任式・入学式             7/17   １学期終業式        12/10・11 修学旅行 

4/ 9    １学期始業式            9/ 1   ２学期始業式            12/23   ２学期終業式 

4/23    学校説明会・授業参観      10/ 3  授業参観・三世代ふれあい活動  1/ 7   ３学期始業式 

4/30    ウォークイン賀茂         10/ 8   就学時健診              1/20   もちつき     

5/14 15 野外教育活動            10/24  運動会                    2/10   学習発表会 

6/ 3    どろんこ・田植え       11/ 9   ホタル放流式            2/26   ひとのわ集会    

6/13   校区合同防災訓練・引取訓練 11/25   マラソン記録会         3/19   卒業証書授与式 

7/ 8・9  個人懇談                 12/ 7・8  個人懇談           3/24   修了式 
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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 
自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 
学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて） 

「
わ
か
る
、
楽
し
い
授
業
」
を
基
盤

に
、
自
ら
学
ぶ
力
の
育
成
に
努
め
る
。 

学ぶ意欲

の育成 

「地域の人・もの・こと」を教

材に取り入れ、問題解決の成就

感を味わえるような問題解決

学習の実践を充実させる。 

Ａ 

Ａ 

生活科・総合的な学習を
核として、地域のかたの協
力の下。体験的な場を多く

設定したことで、さまざま
な事象を自分ごととして捉
え学習を展開する子どもの

姿が多く見られた。また、積
極的なＩＣＴ活用は視覚的
に子どもたちの学びを支

え、主体的に学ぶ子どもた
ちの姿が多く見られた。 

どの学年も、
校区の教材を積
極的に子どもた

ちの学びに生か
している。コミ
ュニティスクー

ル導入で、地域
とより連携しな
がら、賀茂の子

を一緒に育てて
いきたい。 

「田植え・どろ遊
び」「校区合同防災訓
練」など地域と連携す

る学習では、教育効果
を高めるため、自ら課
題をもって臨める学習

が展開できるよう、地
域教材の価値を地域と
共有し単元を構想す

る。 

学び方の

習得 

発達段階に応じ、ＩＣＴの活用

など自ら学ぶ力を支える学び

方を身につけさせる。 
Ｂ 

心
豊
か
な
子
を
育
て
る
教
育
活

動
を
推
進
す
る
。 

自己有用

感の向上 

子どもの居場所を確保し、認め

合う場を大切にして、周りから

認められている自分を感じさ

せる。 

Ａ 

Ａ 

学級活動や授業中、教員
がファシリテーターとして

子どもどうしをつなぎ、互
いのよさを認め合う場面が
多く見られた。縦割り活動

も充実したものとなった。 
自らすすんで大人に挨拶

する子が増えた一方、子ど

もどうしの挨拶にもの足り
なさを感じる。 

 素直な子に育

っている。表情

よく挨拶ができ

る子が増えた。

親が近くにいる

と声は小さい

が、自分からす

すんで挨拶する

子が増えた。 

 子どもどうしの挨拶

の輪を築きあげ、自己

有用感が更に高まるよ

う、委員会活動を核

に、学級活動を展開す

る。また、子どもの実

態をふまえた道徳を展

開し学習の充実を図

る。 

生活習慣

の基本挨

拶意識の

向上 

「自分で 自分から」をキーワ

ードに、子ども主体の挨拶運動

を展開する。 

Ｂ 

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
養
い
、
心

身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
の
育
成
に

努
め
る 

健康で丈

夫な体作

りへの意

識の向上 

自分の健康に関心をもち、日常

生活を振り返り改善できる子

どもを育てる。 
Ａ 

Ａ 

 「メディアコントロール」
を通して、ゲームやＳＮＳ

使用のきまりを守ろうとす
る子が増えた。学校保健委
員会で睡眠の質に迫ったこ

とも、自分の健康に関心を
もつきっかけとなった。 
 縄跳びは「賀茂っ子ドリ

ル」や「豊橋っ子フェスティ
バル」を通してすすんで取
り組んでいた。 

 運動会、マラ
ソン記録会で、

一生懸命に競技
する子どもたち
の姿に好感をも

った。基本的生
活習慣と体力の
育成について、

これからも家庭
と連携して取り
組んでほしい。 

 次年度も、子どもた

ちの状況を把握し自分

の健康や生活の質への

意識を高める仕掛けを

していく。本校の強み

である縄跳びに意欲的

に取り組む風土を生か

し、体力の育成を家庭

と連携して図る。 

バランス

のとれた

基本的な

体力の育

成 

縄跳び活動「賀茂っ子ドリル」

などの総合的な体力向上を目

ざす活動を、年間を通して取り

組む。 

Ａ 

安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
通

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
す
る
。 

職員の安

全に対す

る意識の

向上 

「安全が最優先」を肝に銘じ、

リスクマネジメントとクライ

シスマネジメントの視点から、

安全管理体制を充実させる。 

Ａ 

Ａ 

さまざまな状況下での避

難訓練を設定し、全体の動

きを確認したことで、教員

も子どもたちも当事者意識

をもった臨場感のある避難

訓練となった。 

子どもたちの様子や連絡

事項は、メールを通してタ

イムリーに保護者や地域に

発信した。 

「予告なし」

の避難訓練の様

子を参観した。

教員の動きが的

確で、連携がと

れていた。来年

度、校区と協働

した防災訓練を

実現させたい。 

 子どもたちだけでな

く、職員も安全に対す

る意識向上と具体的な

対応スキル習得をねら

いとし「校区合同防災

訓練」を実施する。互

いに顔の見える関係を

構築し地域との安全管

理体制を充実させる。 

地域・家

庭との連

携の充実 

ホームページ・学校だより・メ

ール配信等により、学校の様子

や経営方針を発信する。 
Ｂ 

教
職
員
一
人
一
人
の
力
量
を
高

め
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
。 

教育公務

員として

の意識の

向上 

教科・領域等での学びを支え

る教師の力量向上と、教育公

務員としての資質・能力の向

上を目ざす。 

Ａ 

Ａ 

授業研究会を繰り返し行

い互いに授業を見せ合った
ことで、授業づくりと子ど
もたちの考えを広め深める

スキルを身につけることが
できた。 
校務ＤＸ化を推進し、お

便りのメール配信一本化に
より、業務量縮減を実現さ
せた。 

 教員が楽しく

わかる授業をし

ていこうと尽力

する姿勢が見ら

れる。信頼でき

る教員集団をこ

れからも築いて

いってほしい。 

 次年度も授業研究会

を通して授業力を互い
に高め合っていく。新
タブレットや新アプリ

の有効活用法を追求
し、子どもたちがより
「わかる・できる」を実

感できるよう力量向上
を図っていく。 

教職員の

多忙化削

減 

全職員協働での教育活動の推

進、タイムマネジメント能力の

向上を目ざす。 
Ａ 

 

令和７年度   賀茂小学校の教育活動を振り返って 
～自己評価・学校関係者評価から～   （一部抜粋） 

賀茂小学校は、児童・保護者に対してアンケートを行ったり、学校評議員のみなさんにご意見をうかがったりし
て、令和７年度の教育活動を振り返りました。学校評議員会では、さまざまな視点・お立場から、ご指摘等をいた
だきました。これらの結果を生かして、来年度の取り組みに力を入れていきます。ホームページでも公開していま
すので、ご覧ください。 

 

豊橋市立賀茂小学校 ホームページ   http://www. toyohashi.-c.ed.jp/ kamo-e/ 

【自己評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

 

 


